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載荷重 ： ＝ kN/m
2

土の単位体積重量 ： ＝ kN/m
3

土の内部摩擦角 ： ＝ °
設計水平震度 ： ＝

（大地震時）

CLPV2DS-H1000-25-19-0.25

短期付着応力度及び付着割裂破壊の検討

（H）1000×(B)750

東洋ヒューム管株式会社
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H26.10.3修正版

平成26年11月22日

CLP-VⅡ（大地震対応型）

千葉窯業株式会社



　本計算書は、たて壁と底版における部材の短期付着応力度と付着割裂破壊に
ついての検討を行う。
　検討箇所は、下図に示す部分の断面について検討する。

A-A:たて壁つけ根部
B-B:たて壁中間部
C-C:底版つけ根部
D-D:底版中間部

検討断面図

１．たて壁つけ根部（A-A断面）短期付着応力度の計算

１-１：許容付着応力度
異形鉄筋 1/15・Fcかつ（0.9+2/75・Fc）以下の1.5倍より

（鉄筋コンクリート構造計算基準・同解説　2010改定　P53より）

コンクリートの設計基準強度 ＝ N/mm
2

＝ ＝ N/mm2

＝ ＝ N/mm
2

以上より異形鉄筋の許容付着応力度は、下記のとおりとなる。
＝ N/mm

2

１-２：短期付着応力度の計算

短期付着応力度が、許容付着応力度を超えないことを確かめる。

ここで、 ：せん断力 (kN)
：引張鉄筋の周長 (mm)
：曲げ材の応力中心距離 (mm)
：曲げ材の有効せい (mm)

＝ kN
＝ (7/8）・d ＝ mm
＝ mm

周長計算 （1m当たり）

-
-

安全率

165

Fa ＝
τoa1
τo1

＝ 2.938 ≧

合計周長（∑ψ）
①’

周長(mm)
165
0

① D10 5.5
主鉄筋径と本数

1.000 OK

＝

S 10.02

0.868 N/mm
2

j

j 70
d 80

d

τo1 ＝
S

τoa1

Fc 30.0

3.000

τoa1 2.550

∑ψ・j
S
ψ

短期付着応力度

τoa1 2.550

1.5×(1/15・Fc）

1.5×(0.9+2/75・Fc）
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２．たて壁つけ根部（A-A断面）付着割裂破壊の計算

降伏時の平均付着割裂応力度が、付着割裂基準強度を超えないことを確かめる。
（鉄筋コンクリート構造計算基準・同解説　2010改定　P22～P23より）

付着割裂面を横切る一組の横補強筋全断面積 ＝ mm
2

一組の横補強筋の間隔 ＝ mm
付着割裂面における鉄筋本数 ＝ 本
曲げ補強筋鉄筋径 ＝ mm

横補強鉄筋効果を示す換算長さ

より

W ＝ mm

Cは、付着検定断面位置における鉄筋間のあき、または最小かぶり厚さの
３倍のうち小さいほうの数値で、5db以下とする。

＝ mm
＝ mm
＝ mm

以上より C ＝ mm

鉄筋配置と横補強による修正係数は、2.5以下とする。

付着割裂基準強度

コンクリートの設計基準強度 ＝ N/mm
2

引張付着長さ ＝ mm
（スパン内を通して配筋されている鉄筋の付着長さ）

有効せい ＝ mm

鉄筋の降伏強度 ＝ N/mm
2

引張鉄筋の降伏時の平均付着応力度

安全率

0
0
5.5

10.00

W 80
Ast
s・N

≦ 2.5db

Ast
s・N

＝

＝

Ast
s
N
db

0.000 ＝ 25.0002.5db≦

主筋間のあき

0.000

W ＝ 80

最小かぶり厚さの３倍
5db

165.00
135.00
50.00

50.00

≦ 2.5K ＝ 0.3
C＋W
db

＋ 0.4 ＝

＝

Fc 30.0

1.9

＝

σy 295.0

d 80.0

ld

0.8 ・

τy ＝
σy・db
4(ld-d)

0.997

820.0

fb
Fc
40

＋ 0.9＝

≧

N/mm
21.32

1.00 OK

N/mm
2

Fs ＝
K・fb
τy

＝ 2.516

- 2 -



３．たて壁中間部（B-B断面）短期付着応力度の計算

３-１：許容付着応力度
異形鉄筋 1/15・Fcかつ（0.9+2/75・Fc）以下の1.5倍より

（鉄筋コンクリート構造計算基準・同解説　2010改定　P53より）

コンクリートの設計基準強度 ＝ N/mm
2

＝ ＝ N/mm
2

＝ ＝ N/mm
2

以上より異形鉄筋の許容付着応力度は、下記のとおりとなる。
＝ N/mm

2

３-２：短期付着応力度の計算

短期付着応力度が、許容付着応力度を超えないことを確かめる。

ここで、 ：せん断力 (kN)
：引張鉄筋の周長 (mm)
：曲げ材の応力中心距離 (mm)
：曲げ材の有効せい (mm)

＝ kN
＝ (7/8）・d ＝ mm
＝ mm

周長計算 （1m当たり）

-
-

安全率

1.000 OK
τo1

Fa ＝
τoa1

＝ 5.508 ≧

①’ 0
合計周長（∑ψ） 165

d 70

主鉄筋径と本数 周長(mm)
① D10 5.5 165

j
d

S 4.68
j 61.25

＝ 0.463 N/mm
2

∑ψ・j
S
ψ

τoa1 2.550

短期付着応力度 τo1 ＝
S

Fc 30.0

τoa1 1.5×(1/15・Fc） 3.000

τoa1 1.5×(0.9+2/75・Fc） 2.550
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４．底版つけ根部（C-C断面）短期付着応力度の計算

４-１：許容付着応力度
異形鉄筋 1/15・Fcかつ（0.9+2/75・Fc）以下の1.5倍より

（鉄筋コンクリート構造計算基準・同解説　2010改定　P53より）

コンクリートの設計基準強度 ＝ N/mm
2

＝ ＝ N/mm
2

＝ ＝ N/mm
2

以上より異形鉄筋の許容付着応力度は、下記のとおりとなる。
＝ N/mm

2

４-２：短期付着応力度の計算

短期付着応力度が、許容付着応力度を超えないことを確かめる。

ここで、 ：せん断力 (kN)
：引張鉄筋の周長 (mm)
：曲げ材の応力中心距離 (mm)
：曲げ材の有効せい (mm)

＝ kN
＝ (7/8）・d ＝ mm
＝ mm

周長計算 （1m当たり）

-
-

安全率

1.000 OK
τo1

Fa ＝
τoa1

＝ 2.44 ≧

②’ 0
合計周長（∑ψ） 165

主鉄筋径と本数 周長(mm)
② D10 5.5 165

d

S 12.07
j 70
d 80

1.045 N/mm
2

∑ψ・j
S
ψ
j

τoa1 1.5×(0.9+2/75・Fc） 2.550

τoa1 2.550

短期付着応力度 τo1 ＝
S

＝

Fc 30.0

τoa1 1.5×(1/15・Fc） 3.000
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５．底版つけ根部（C-C断面）付着割裂破壊の計算

降伏時の平均付着割裂応力度が、付着割裂基準強度を超えないことを確かめる。
（鉄筋コンクリート構造計算基準・同解説　2010改定　P22～P23より）

付着割裂面を横切る一組の横補強筋全断面積 ＝ mm
2

一組の横補強筋の間隔 ＝ mm
付着割裂面における鉄筋本数 ＝ 本
曲げ補強筋鉄筋径 ＝ mm

横補強鉄筋効果を示す換算長さ

より

W ＝ mm

Cは、付着検定断面位置における鉄筋間のあき、または最小かぶり厚さの
３倍のうち小さいほうの数値で、5db以下とする。

＝ mm
＝ mm
＝ mm

以上より C ＝ mm

鉄筋配置と横補強による修正係数は、2.5以下とする。

付着割裂基準強度

コンクリートの設計基準強度 ＝ N/mm
2

引張付着長さ ＝ mm
（スパン内を通して配筋されている鉄筋の付着長さ）

有効せい ＝ mm

鉄筋の降伏強度 ＝ N/mm
2

引張鉄筋の降伏時の平均付着応力度

安全率
OK

τy

N/mm
2

4(ld-d)

Fs ＝
K・fb

＝ 1.666 ≧ 1.00

σy 295.0

τy ＝
σy・db

＝ 1.505

Fc 30.0

ld 570.0

d 80.0

0.9 ＝ 1.32 N/mm
2

40

≦ 2.5
db

fb ＝ 0.8 ・
Fc

＋

50.00

K ＝ 0.3
C＋W

＋ 0.4 ＝ 1.9

0.000

主筋間のあき 165.00
最小かぶり厚さの３倍 135.00
5db 50.00

0.000 2.5db ＝ 25.000≦

s・N

W ＝ 80
Ast

＝
s・N

N 5.5
db 10.00

W ＝ 80
Ast

≦ 2.5db

Ast 0
s 0
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６．底版中間部（D-D断面）短期付着応力度の計算

６-１：許容付着応力度
異形鉄筋 1/15・Fcかつ（0.9+2/75・Fc）以下の1.5倍より

（鉄筋コンクリート構造計算基準・同解説　2010改定　P53より）

コンクリートの設計基準強度 ＝ N/mm
2

＝ ＝ N/mm
2

＝ ＝ N/mm
2

以上より異形鉄筋の許容付着応力度は、下記のとおりとなる。
＝ N/mm

2

６-２：短期付着応力度の計算

短期付着応力度が、許容付着応力度を超えないことを確かめる。

ここで、 ：せん断力 (kN)
：引張鉄筋の周長 (mm)
：曲げ材の応力中心距離 (mm)
：曲げ材の有効せい (mm)

＝ kN
＝ (7/8）・d ＝ mm
＝ mm

周長計算 （1m当たり）

-
-

安全率

1.000 OK
τo1

Fa ＝
τoa1

＝ 4.537 ≧

②’ 0
合計周長（∑ψ） 165

主鉄筋径と本数 周長(mm)
② D10 5.5 165

d

S 4.87
j 52.5
d 60

0.562 N/mm
2

∑ψ・j
S
ψ
j

τoa1 1.5×(0.9+2/75・Fc） 2.550

τoa1 2.550

短期付着応力度 τo1 ＝
S

＝

Fc 30.0

τoa1 1.5×(1/15・Fc） 3.000
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